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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月2日(2008.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に複数の電気発光素子が複数の行に並べられて表示面を形成している表示装置に
おいて、各前記行毎に順次表示信号を前記電気発光素子に与えるとともに、該表示信号を
ｎ行の該電気発光素子の次に（ｎ＋１）行の該電気発光素子に与えて画像を形成する走査
方法であって、
　前記ｎ行の電気発光素子が、第１の表示信号が与えられて第１の画像の一部を表示する
ステップＡと、
　前記ステップＡの後に、前記第１の表示信号の付与が停止されるステップＢと、
　前記ステップＢの後に、第２の表示信号が与えられて前記ｎ行の電気発光素子が第２の
画像の一部を表示するステップＣとを含み、
　前記各電気発光素子には光検出素子が近接して設けられており、
　前記ステップＣでは、（ｎ＋１）行の前記電気発光素子が消灯しており、かつｎ行の前
記電気発光素子の発光の輝度を前記光検出素子によって検出する、走査方法。
【請求項２】
　前記ステップＣでは、（ｎ＋１）行の前記電気発光素子に実質的に０Ｖの電圧あるいは
逆バイアス電圧を印加して消灯させることを特徴とする請求項１に記載の表示装置の走査
方法。
【請求項３】
　前記ステップＣでは、ｎ行の電気発光素子の輝度を当該ｎ行の電気発光素子に近接して
設けられた前記光検出素子で検出することを特徴とする請求項１または２に記載の走査方
法。
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【請求項４】
　前記ステップＣでは、ｎ行の電気発光素子の輝度を（ｎ＋１）行の電気発光素子に近接
して設けられた前記光検出素子で検出することを特徴とする請求項１または２に記載の走
査方法。
【請求項５】
　前記電気発光素子は、有機発光素子であることを特徴とする請求項１から４の何れか一
つに記載の走査方法。
【請求項６】
　基板上に複数の電気発光素子が複数の行に並べられて表示面を形成し、前記行毎に順次
表示信号を前記電気発光素子に与えるとともに、前記表示信号をｎ行の前記電気発光素子
の次に（ｎ＋１）行の前記電気発光素子に与えて画像を形成する表示装置において、
　前記複数の電気発光素子の各々に対応し、前記電気発光素子の発光輝度を検出する光検
出素子と、
　前記光検出素子が検出した輝度情報を信号として出力する出力回路と、
　前記出力回路が出力した信号を記録する記憶部と、
　前記記憶部に記録した信号に基づいてデータ信号の補正値を演算する演算回路と、
　前記演算回路が出力した補正値に基づいて補正後のデータ信号を前記電気発光素子に出
力するデータドライバと、
　前記行の選択／非選択を制御する走査ドライバとを有し、
　前記データドライバと前記走査ドライバの制御に基づいて、ｎ行の前記電気発光素子が
画像の一部を表示するとともに、（ｎ＋１）行の前記電気発光素子が消灯している期間に
、前記ｎ行の電気発光素子の発光輝度を前記光検出素子によって検出する表示装置。
【請求項７】
　前記ｎ行の電気発光素子の発光輝度を前記（ｎ＋１）行に配置した光検出素子によって
検出する請求項６記載の表示装置。
【請求項８】
　前記ｎ行の電気発光素子に対応する光検出素子を（ｎ－１）行の電気発光素子よりも（
ｎ＋１）行の電気発光素子に近接するように配置し、前記ｎ行の電気発光素子の発光輝度
を前記ｎ行に配置した光検出素子によって検出する請求項６記載の表示装置。
【請求項９】
　前記光検出素子による輝度検出を複数フレームに１回の割合で行い、輝度検出を行わな
いフレームでは前記（ｎ＋１）行の電気発光素子の消灯を行わない請求項６記載の表示装
置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】走査方法および表示装置
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